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［
南
木
曽
支
署
］
五
月
二
十
一
日
、
木
曽
郡
南

木
曽
町
田
立
国
有
林
の
「
田
立
の
滝
」
に
お
い

て
南
木
曽
町
・
南
木
曽
支
署
主
催
で
「
親
子
で

歩
く
新
緑
の
田
立
の
滝
ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
開
催

し
、
南
木
曽
町
内
及
び
愛
知
県
名
古
屋
市
熱
田

区
緑
の
少
年
団
な
ど
約
五
十
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

  

こ
の
行
事
は
、
国
際
森
林
年
テ
ー
マ
「
森
を

歩
く
」
に
ち
な
み
、
南
木
曽
町
内
の
景
勝
地
の

散
策
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
を
南
木
曽
町
に
呼
び
か

け
、
田
立
の
滝
入
山
の
一
般
開
放
を
機
に
多
く

の
人
に
見
て
い
た
だ
こ
う
と
合
同
で
企
画
し
た

も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
初
夏
に
ふ
さ
わ
し
い
陽
気
の
中
、

参
加
者
は
「
田
立
の
滝
」
主
瀑
の
天
河
滝
ま
で

の
ハ
イ
キ
ン
グ
や
天
河
滝
周
辺
で
の
川
遊
び
な

ど
を
楽
し
み
、
終
了
後
は
家
族
で
記
念
植
樹
及

び
木
工
体
験
等
を
行
い
、
新
緑
の
田
立
の
滝
の

自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
田
立
の
滝
に
初
め
て
来

た
。
滝
の
落
差
が
す
ご
か
っ
た
」「
山
に
入
っ

て
こ
う
い
っ
た
滝
が
あ
っ
た
こ
と
に
び
っ
く
り

し
た
」
等
の
感
想
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
月
に
入
山
規
制
を
解
除
し
て
以
降
、
田
立

の
滝
に
は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、
当
日
も
県

内
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
関
係
機
関
と
の
連
携
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
、
国
有
林
を
活

用
し
た
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
や
支
署
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

 

［
岐
阜
署
］
五
月
十
四
日
（
土
）、
中
部
森
林

管
理
局
と
日
本
森
林
林
業
振
興
会
名
古
屋
支
部

（
土
川
哲
夫
支
部
長
）
と
の
間
で
今
春
国
際
森

林
年
を
記
念
し
て
協
定
さ
れ
た
分
収
造
林
契
約

地
で
、
高
鷲
小
学
校
児
童
ほ
か
地
元
の
小
中
学

生
や
岐
阜
市
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
親
子
、
市
内

外
の
林
業
関
係
者
ら
百
二
十
名
の
参
加
を
い
た

だ
き
、
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

植
樹
祭
は
、
振
興
会
と
岐
阜
森
林
管
理
署
が

主
催
し
、
本
年
は
国
際
森
林
年
で
あ
る
こ
と
か

ら
国
際
森
林
年
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て

計
画
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
当
た
っ
て
は
、
郡
上
市
役
所
や
高
鷲

林
業
グ
ル
ー
プ
等
地
域
の
林
業
関
係
者
と
準
備

を
進
め
、「
た
か
す
ふ
る
さ
と
植
樹
祭
」
と
銘

打
ち
、
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
白
鳥
森
林
事
務
所
の
寺
田
基
幹
作
業
職

員
に
よ
る
模
範
伐
倒
作
業
で
は
、
ス
ギ
立
木
が

見
事
に
伐
倒
さ
れ
る
と
子
供
た
ち
か
ら
大
き
な

歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

植
樹
会
場
で
は
、
内
藤
森
林
官
か
ら
植
樹
方

法
の
説
明
を
受
け
、
ヒ
ノ
キ
苗
、
五
百
本
を
植

え
付
け
ま
し
た
。

　

昼
食
を
は
さ
み
、
高
鷲
民
謡
保
存
会
の
歌
と

三
味
線
が
山
々
に
こ
だ
ま
す
る
中
、
踊
り
を
楽

し
ん
だ
り
、
安
江
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
に
よ
る

ミ
ニ
森
林
教
室
で
森
の
働
き
を
学
び
、
バ
ー
ド

コ
ー
ル
を
作
製
す
る
な
ど
し
ま
し
た
。

　

快
晴
に
恵
ま
れ
、
地
元
と
の
一
体
感
を
再
認

識
で
き
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
北
信
署
］
六
月
四
日
、
北
信
州
植
樹
祭
が
山

ノ
内
町
よ
ま
せ
ど
ん
ぐ
り
の
森
公
園
で
、
北
信

地
区
森
林
祭
実
行
委
員
会
（
北
信
林
業
振
興

会
、
地
方
事
務
所
、
森
林
管
理
署
、
当
該
市
町

村
、
森
林
組
合
等
）
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
夏
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
晴
天
の

中
、
一
般
参
加
者
や
み
ど
り
の
少
年
団
、
各
種

関
係
者
の
約
四
百
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

地
元
山
ノ
内
町
長
の
歓
迎
挨
拶
後
、
来
賓
の
篠

原
農
林
水
産
副
大
臣
か
ら
、「
日
本
は
長
年
の

植
樹
活
動
に
よ
り
、
自
国
で
木
材
の
自
給
自
足

が
行
え
る
程
に
森
林
資
源
が
充
実
し
て
い
る
。

今
後
、
国
産
材
の
利
用
を
進
め
て
い
き
た
い
。」

と
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
公
園
周
辺
に
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、
コ

ブ
シ
、
ヤ
マ
ブ
キ
等
を
植
栽
し
、
昼
食
で
は
、

北
信
州
植
樹
祭
開
催
さ
れ
る

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

田立の滝を満喫

植樹する参加者

新
緑
の「
田
立
の
滝
」を
満
喫

〜
田
立
の
滝
親
子
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
施
〜

〜
郡
上
市
高
鷲
町
鮎
立
中
山
国
有
林
〜

分
収
造
林
契
約
地
で

　　　

地
元
住
民
ら
に
よ
る

　　　　　　　

国
際
森
林
年
記
念
植
樹
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西
小
学
校
の
み
ど
り
の
少
年
団
の
活
動
発
表
が

あ
り
、
地
元
特
産
の
リ
ン
ゴ
を
餌
に
飼
育
さ
れ

た
「
エ
コ
養
ト
ン
」
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
食
も

木
材
も
地
産
地
消
が
大
切
と
感
じ
な
が
ら
行
事

を
終
了
し
ま
し
た
。

 

［
南
木
曽
支
署
］
五
月
十
一
日
、
大
桑
村
の
阿

寺
国
有
林
阿
寺
渓
谷
に
お
い
て
、
大
桑
村
を
は

じ
め
、
大
桑
村
議
会
、
阿
寺
渓
谷
の
整
備
活
動

を
行
っ
て
い
る
阿
寺
ふ
れ
あ
い
エ
コ
ク
ラ
ブ
な

ど
三
十
四
名
が
参
加
し
、
阿
寺
渓
谷
の
景
観
整

備
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
平
成
二
十
一
年
六
月
に
林
木

育
種
セ
ン
タ
ー
で
さ
し
木
増
殖
を
し
た
希
少
種

ハ
ナ
ノ
キ
の
里
帰
り
を
き
っ
か
け
に
始
ま
り
、

今
年
度
は
林
道
端
か
ら
渓
谷
を
見
え
る
よ
う

に
、
沿
線
の
雑
木
の
除
去
作
業
を
行
い
ま
し

た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
相
馬
支
署
長
か
ら
「
森
林

整
備
等
を
進
め
て
い
き
な
が
ら
地
域
と
と
も
に

阿
寺
の
山
を
守
っ
て
い
き
た
い
」、
大
桑
村
長

か
ら
は
「
阿
寺
渓
谷
の
注
目
度
は
高
ま
っ
て
い

る
。
大
勢
の
方
々
に
訪
れ
て
も
ら
え
る
癒
し
の

場
所
と
し
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
当

日
は
雨
が
降
り
し
き
る
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
参

加
者
は
慣
れ
た
手
つ
き
で
雑
木
の
伐
倒
や
枝
落

と
し
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

整
備
後
は
、
林
道
か
ら
阿
寺
渓
谷
が
安
全
に

見
や
す
く
な
り
、
夏
場
に
向
け
、
こ
れ
か
ら
訪

れ
る
観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
地
元
・
各
種
団
体
と
協
働
し
、
作
業

を
継
続
し
て
い
く
中
か
ら
保
全
・
管
理
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 

［
南
木
曽
支
署
］
五
月
二
十
八
日
、
木
曽
郡
大

桑
村
阿
寺
原
の
「
フ
ォ
レ
ス
パ
木
曽
」
周
辺
に

お
い
て
木
曽
地
方
事
務
所
、
大
桑
村
、
南
木
曽

支
署
他
主
催
で
木
曽
郡
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
、

愛
知
県
北
名
古
屋
市
民
を
は
じ
め
、
木
曽
郡
内

外
か
ら
約
五
百
六
十
名
が
参
加
し
、
ハ
ナ
モ
モ

四
百
五
十
本
の
植
樹
と
周
辺
の
ヒ
ノ
キ
林
の
除

伐
作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
大
桑
小
学
校
み
ど
り
の
少
年
団

か
ら
み
ど
り
の
宣
言
が
さ
れ
、
続
い
て
大
桑
小

学
校
五
年
生
に
よ
る
ヒ
ノ
キ
間
伐
材
を
、
有
効

利
用
し
自
作
し
た
木
製
コ
カ
リ
ナ
演
奏
、
ま

た
、
北
名
古
屋
市
師
勝
少
年
少
女
合
唱
団
の
合

唱
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
美
し
い
音
色
と
歌
声

に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

植
樹
の
終
了
後
、
地
元
小
中
学
生
や
下
流
域

の
住
民
な
ど
参
加
希
望
者
を
対
象
と
し
た
シ
イ

タ
ケ
植
菌
作
業
の
体
験
と
阿
寺
渓
谷
の
散
策
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
斜
面
に
植
え
る
の
が
大
変

だ
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」「
立
派
に
育
っ
て

き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
て
ほ
し
い
」
等
と
い
っ

た
感
想
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
毎
年
、
木
曽
郡
下
各
町
村
及
び

地
域
関
係
団
体
と
の
共
同
で
開
催
さ
れ
、
今
年

は
、
木
曽
地
方
事
務
所
、
大
桑
村
、
木
曽
南
部

森
林
組
合
及
び
木
曽
森
林
管
理
署
、
木
曽
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
及
び
当
支
署
等
が
共
同
で
植
樹

祭
の
準
備
や
当
日
の
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。　

　

今
後
も
、
地
域
と
協
働
し
継
続
し
て
い
く
中

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
取
組
を
地
域
は
も
と
よ
り

下
流
域
に
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

［
岐
阜
署
］
五
月
二
十
一
日
に
下
呂
市
萩
原
町

四
美
の
皇
樹
の
杜
に
て
全
国
植
樹
祭
五
周
年
記

念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
十
八
年
に
「
生
き
た
森
づ
く

り
を
全
国
に
発
信
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ

れ
た
全
国
植
樹
祭
か
ら
五
年
を
経
過
し
た
同
日

に
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
の
森
林
づ
く
り
に
つ
い
て
決
意

地
元
・
各
種
団
体
と

　
　
　
　
　
　

保
全
活
動
の
継
続
を

�

～
阿
寺
渓
谷
景
観
整
備
作
業
を
実
施
～

田立の滝を満喫

ヤマブキを植えるみどりの少年団

雨の中、作業する参加者

ハナモモを植樹

「
木
曽
郡
植
樹
祭
」

～
植
樹
と
森
林
整
備
に
汗
を
流
す
～

全
国
植
樹
祭
五
周
年
記
念
大
会
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を
新
た
に
し
よ
う
と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
古
田
肇
岐
阜
県
知
事
に
よ
る
記
念
植

樹
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
五
年

前
に
司
会
を
務
め
ら
れ
た
女
優
の
竹
下
景
子
さ

ん
も
来
場
し
、
大
会
に
花
を
添
え
て
い
ま
し

た
。 

　

岐
阜
森
林
管
理
署
も
木
工
ク
ラ
フ
ト
の
ブ
ー

ス
を
出
展
し
、
来
場
者
へ
木
と
の
ふ
れ
あ
い
の

場
を
提
供
し
ま
し
た
。
最
初
は
見
本
に
倣
っ
て

作
り
始
め
た
子
供
た
ち
で
し
た
が
、
次
第
に
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
作
品
と
な
り
そ
の
出
来

映
え
に
は
目
を
見
張
る
ば
か
り
で
し
た
。

　

今
後
も
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
木
工
ク

ラ
フ
ト
な
ど
の
取
組
を
通
じ
て
国
有
林
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

～
新
た
な
気
持
ち
で
～

 

［
木
曽
署
福
島
班
］
福
島
班
の
あ
る
木
曽
福
島

森
林
事
務
所
は
、
木
曽
谷
の
中
心
地
に
位
置
す

る
木
曽
町
福
島
に
あ
り
、
管
轄
す
る
区
域
は
、

木
曽
町
の
う
ち
旧
木
曽
福
島
町
、
旧
日
義
村
、

旧
三
岳
村
の
国
有
林
約
七
、七
〇
〇
㌶
で
す
。

　

現
場
は
、
木
曽
町
福
島
の
里
山
で
あ
る
城
山

国
有
林
（
標
高
八
〇
〇
㍍
）
か
ら
、
木
曽
駒
ヶ

岳
（
標
高
二
、九
五
六
㍍
）、
御
嶽
山
（
標
高

三
、〇
六
三
㍍
）
と
変
化
に
富
ん
だ
山
々
で
あ

る
と
同
時
に
、
木
曽
森
林
管
理
署
管
内
で
は
、

珍
し
く
小
面
積
の
国
有
林
が
十
二
箇
所
点
在
し

て
い
ま
す
。

　

福
島
班
は
、
平
成
二
十
二
年
度
末
の
定
年
退

職
に
よ
っ
て
一
名
体
制
に
な
る
と
こ
ろ
で
し
た

が
、
班
体
制
の
見
直
し
に
よ
り
、
別
々
の
森
林

事
務
所
か
ら
新
た
に
四
名
が
加
わ
り
、
平
成

二
十
三
年
度
か
ら
五
名
体
制
と
な
っ
て
出
発
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
し
い
班
体
制
に
な
っ
て
三
ヶ
月
余
り
が
経

ち
ま
す
が
、
前
年
度
ま
で
別
々
の
森
林
事
務
所

で
仕
事
を
し
て
い
た
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
、
日

頃
か
ら
班
長
を
中
心
に
す
ば
ら
し
い
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
、
獣
害
対
策
、
境
界
管
理
、
森
林
保

全
管
理
等
の
作
業
を
安
全
管
理
に
気
を
配
り
な

が
ら
取
り
組
ん
で
お
り
、
笑
い
声
が
絶
え
な
い

明
る
い
職
場
で
活
気
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
島
班
で
は
以
前
か
ら
毎
朝
ラ
ジ
オ

体
操
を
行
っ
た
あ
と
現
場
に
向
か
っ
て
お
り
、

新
し
い
班
体
制
に
な
っ
て
も
伝
統
を
受
け
継

ぎ
、
み
ん
な
で
い
つ
も
元
気
に
足
取
り
も
軽
く

現
場
に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

中
部
森
林
管
理
局
人
事

�

六
月
四
日
付

▽�

職
務
復
帰
（
育
児
休
業
終
了
）
総
務
部
総
務

課
付
（
愛
知
森
林
事
務
所
）（
局
総
務
部
総

務
課
（
名
古
屋
事
務
所
））�

遠
山　

良
江

六
月
十
六
日
付

▽�

森
林
整
備
部
治
山
課
付
（
局
森
林
整
備
部
治

山
課
保
安
林
係
長
）�

 

稲
川　

年
秋

◎
安
全
週
間

　

７
月
１
日
～　
　

局
署
等

◎
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
開
講
式

　

７
月
４
日　
　
　

下
呂
市

◎
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ズ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

７
月
８
日　
　
　

下
呂
市

◎
名
古
屋
シ
テ
ィ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
事
業

　

７
月
８
日　
　
　

東
濃
署
管
内

　

７
月
30
日　
　
　

富
山
署
管
内

◎
「
い
の
ち
の
森
づ
く
り
」
植
樹
祭

　

７
月
10
日　
　
　

愛
知
所
管
内

◎
高
山
植
物
等
保
護
対
策
協
議
会

　

７
月
11
日　
　
　

長
野
市

◎
林
業
専
用
道
技
術
者
研
修
開
講
式

　

７
月
11
日　
　
　

下
呂
市

人
の
う

ご
き

完成した作品を前に

福島班の皆さん

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

木とのふれあいの場を提供
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戦
後
造
成
さ
れ
た
人
工
林
を
中
心
に
資

源
が
充
実
す
る
中
、
一
昨
年
十
二
月
に
十

年
後
の
木
材
自
給
率
を
五
十
％
以
上
と
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
森
林
・
林
業
再

生
プ
ラ
ン
」
が
農
林
水
産
省
に
お
い
て
策

定
さ
れ
、
こ
れ
を
具
現
化
す
る
た
め
の
検

討
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
昨
年
十
一
月
に

「
森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
た
改
革
の

姿
」
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

中
で
は
、
森
林
計
画
制
度
の
見
直
し
、
低

コ
ス
ト
化
に
向
け
た
路
網
整
備
等
の
加
速

化
、
国
産
材
の
需
要
拡
大
と
効
率
的
な
加

工
・
流
通
体
制
の
確
立
等
に
加
え
、
持
続

的
な
森
林
経
営
を
実
現
す
る
た
め
に
市
町

村
を
技
術
面
か
ら
支
援
・
指
導
す
る
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
（
当
面
は
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
）

等
の
人
材
育
成
の
重
要
性
が
位
置
づ
け
ら

れ
、
国
有
林
に
対
し
て
は
研
修
フ
ィ
ー
ル

ド
や
技
術
を
活
用
し
た
人
材
育
成
の
推
進

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
要
請
に
応
え
る
た
め
に
、
中

部
森
林
管
理
局
で
は
、
森
林
技
術
セ
ン

タ
ー
が
中
心
と
な
り
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の

◎
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

７
月
４
日　

�

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
開
講

式

７
月
８
日　

�

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ズ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

７
月
11
日　

�

林
道
専
用
道
技
術
者
研
修
開

講
式

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修

・
第
一
グ
ル
ー
プ

　

7
月
4
日
～
8
日

　

9
月
26
日
～
30
日

・
第
二
グ
ル
ー
プ

　

7
月
18
日
～
22
日

　

10
月
24
日
～
28
日

・
第
三
グ
ル
ー
プ

　

8
月
1
日
～
5
日

　

11
月
7
日
～
11
日

林
業
専
用
道
技
術
者
研
修

・
第
一
回

　

7
月
11
日
～
13
日

・
第
二
回

　

8
月
8
日
～
10
日

・
第
三
回

　

10
月
3
日
～
5
日

・
第
四
回

　

10
月
31
日
～
11
月
2
日

◎
主
な
研
修
の
内
容

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修

・
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
の
概
要

・
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
の
役
割

・
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
概
要

・�

森
林
施
業
の
集
約
化
（
提
案
型
集
約

化
施
業
）

・�

ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
森
林
施
業
の
考
え
方

（
望
ま
し
い
森
林
の
姿
、
施
業
方
法
）

・
路
網
と
作
業
シ
ス
テ
ム

・
森
林
施
業
の
実
行
管
理
演
習

・
森
林
施
業
検
討
会

・
仮
想
集
約
化
団
地
の
現
地
踏
査

・�

市
町
村
森
林
整
備
計
画
実
習
（
ゾ
ー

ニ
ン
グ
）

・�

森
林
整
備
企
画
実
習
（
路
網
整
備
等
効

率
的
な
施
業
構
想
の
策
定
）

・�

市
町
村
森
林
整
備
計
画（
案
）に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

・
森
林
施
業
に
お
け
る
労
働
安
全

・
木
材
流
通
・
販
売

・
森
林
経
営
計
画
の
概
要

・
森
林
経
営
計
画
作
成
演
習

林
業
専
用
道
技
術
者
研
修

・
林
業
専
用
道
作
設
指
針
等
の
概
要

・�

森
林
施
業
、
作
業
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る

基
礎
知
識
と
配
慮
す
べ
き
留
意
点

・
林
業
専
用
道
の
調
査
設
計

・
林
業
作
設
技
術

中
部
森
林
管
理
局
の
森
林
・
林
業
の

　
　
　

再
生
に
向
け
た
人
材
育
成
の
取
組
み
に
つ
い
て

中
部
森
林
管
理
局
の
森
林
・
林
業
の

　
　
　

再
生
に
向
け
た
人
材
育
成
の
取
組
み
に
つ
い
て

育
成
を
目
的
と
し
た
研
修
や
、
適
切
な
路

網
を
作
設
す
る
た
め
の
技
術
者
を
育
成
す

る
林
業
専
用
道
技
術
者
研
修
を
国
有
林
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
用
い
て
七
月
か
ら
開
始
す

る
予
定
で
す
。
こ
れ
ら
の
研
修
に
は
、
都

道
府
県
職
員
の
み
な
ら
ず
中
部
森
林
管
理

局
の
職
員
も
参
加
し
、
技
術
的
な
支
援
が

で
き
る
者
を
育
成
し
、
市
町
村
が
市
町
村

森
林
整
備
計
画
を
作
成
す
る
際
に
そ
の
要

請
等
に
応
じ
て
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
を
配
置

し
、
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

林業専用道のイメージ（木曽署：白川支線林道）



第 87号 平成 23年 6月　（10）

木曽森林管理署
（各署の景勝地等を紹介）

「越中八尾」
73

74

しろ うま だけ

信濃国木曽谷・日義信濃国木曽谷・日義信濃国木曽谷・日義

風景紀行

木
曽
義
仲
公
ゆ
か
り
の
地

 

［
木
曽
署
］
木
曽
義
仲
（
幼
名
・
駒
王
丸
）

は
、
約
八
百
年
前
の
平
安
時
代
末
期
の
武
将

で
、
河
内
源
氏
の
一
門
、
源
義
賢
の
次
男
で

一
一
五
四
年
に
誕
生
し
た
。

　

源
頼
朝
・
義
経
と
は
従
兄
弟
に
あ
た
る
。

　

父
義
賢
は
、
叔
父
と
の
対
立
に
よ
っ
て
討
た

れ
、
当
時
二
歳
の
駒
王
丸
に
も
命
の
危
機
が
迫

る
が
、
畠
山
重
能
ら
の
計
ら
い
で
信
濃
国
木
曾

谷
（
現
在
の
長
野
県
木
曽
郡
木
曽
町
）
に
逃

れ
、
中
原
兼
遠
の
庇
護
の
下
養
育
さ
れ
十
三
歳

で
元
服
、
木
曽
次
郎
義
仲
と
名
乗
っ
た
。

　

一
一
八
〇
年
四
月
、
後
白
河
法
皇
の
第
三
皇

子
、
以
仁
王
が
全
国
に
平
氏
打
倒
を
命
じ
、
八

月
に
伊
豆
で
頼
朝
が
、
九
月
に
信
濃
国
で
義
仲

が
挙
兵
し
、
各
地
を
転
戦
し
た
後
、
一
一
八
三

年
五
月
富
山
・
石
川
県
境
に
あ
る
倶
利
伽
羅
峠

で
、
平
維
盛
と
激
突
圧
勝
し
、
七
月
末
平
家
一

門
は
都
落
ち
し
、
義
仲
は
比
叡
山
に
い
た
後
白

河
法
皇
を
保
護
し
て
京
に
入
っ
た
。

　

都
の
人
々
は
傲
慢
な
平
家
を
追
い
出
し
て
く

れ
た
英
雄
と
し
て
義
仲
軍
を
喝
采
で
迎
え
、
東

方
（
木
曽
）
か
ら
日
の
出
の
勢
い
で
上
洛
し
た

義
仲
を
朝
日
将
軍
（
旭
将
軍
）
と
讃
え
た
。

　

一
一
八
四
年
一
月
、
従
四
位
下
、
征
東
大
将

軍
に
任
ぜ
ら
れ
る
（
義
仲
が
自
ら
任
命
さ
せ
た

と
も
言
わ
れ
て
い
る
）
が
、
同
月
源
義
経
な
ど

が
率
い
る
鎌
倉
軍
に
討
た
れ
、
近
江
国
粟
津

（
滋
賀
県
大
津
市
）
で
最
期
を
迎
え
た
。

　

義
仲
は
「
信
濃
の
国
」（
長
野
県
歌
）
に
、

県
出
身
者
の
一
人
と
し
て
詠
わ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
義
仲
が
育
っ
た
木
曽
郡
日
義
村
（
平
成

十
七
年
十
一
月
一
日
か
ら
木
曽
町
日
義
と
な
り

消
滅
）
は
、「
朝
日
将
軍
義
仲
」
に
由
来
し
明

治
七
年
に
命
名
さ
れ
た
地
名
で
あ
る
。

（
参
考
文
献
：「
木
曽
義
仲
の
す
べ
て
」
鈴
木

彰
・
樋
口
州
男
・
松
井
吉
昭
編
著
）

旗挙天満宮（平家追討旗挙の地）

林昌寺（中原兼遠の菩提寺）

　

県
歌　

信
濃
の
国　

浅
井
洌
作
詞
（
一
部
）

旭
将
軍
義
仲
も　

仁
科
の
五
郎
信
盛
も　

春
台

太
宰
先
生
も　

象
山
佐
久
間
先
生
も　

皆
此
国

の
人
に
し
て　

文
武
の
誉
た
ぐ
い
な
く　

山
と

聳
え
て
世
に
仰
ぎ　

川
と
流
れ
て
名
は
尽
き
ず

◆
義
仲
館
へ
の
ア
ク
セ
ス
方
法

　
［
公
共
交
通
機
関
］

　
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
宮
ノ
越
駅
下
車
徒
歩
十
分

　
［
自
家
用
車
］

　

�

中
央
自
動
車
道
中
津
川
Ｉ
Ｃ
〜
国
道
十
九
号

線
経
由
約
一
時
間
四
十
分
、
長
野
自
動
車
道

塩
尻
Ｉ
Ｃ
〜
国
道
十
九
号
線
経
由
約
四
十
分

徳音寺（一族の菩提寺）

義仲館（資料館）


